



は・音声学・音韻論,形態論,統 語論,意 味論をのそれぞれを少な くとも・
4年に1度 は何らかの形で取 り上げるように心掛けている。今年度(1983)
は,音 声学 と統語論を置き,田村は音声学を担当している。
外国語の発音がうまくな りたいとい う願望は広 くあるようで,音声学は
置いて.くれ との要望のよく聞かれる科目である。数年前にr音声学 ・音韻
論」を置 き,前期に音声学,後期に音韻論を取 り上げたが,時問的にいそ
が しすぎて無理だった。その反省をもとに,今 年は年間を通 して音声学だ
けとし,それも主に聴取 と調音の訓練だけにしぼってやってみている。













リンガフォンの ダニエル ・ジ ョー ンズの古興的な ンコー ドr基本母音』
C4勉加41∬o醐15を利用 したが,こ のほか に去年・城生値太郎r音 声 学』
とい うテープ教材が出て便利に使えるo目説明が うま く,楽 しくきけ る。録
音 はだいたいにおいて良い。 た まに,機 械 のせ いか,目 ざす音 とは違 う音
が聞 こえるが,そ れは教師が補 正でぎる。教師 が女性 なので,テ ー プに男
性の声 が入 ってい るのは好都合であ る。城生氏の声 は,男 声に よくある濁
りがな くて,聴 き取 りやすい。
前期末 に母音だけでな く子音 も三分 の一 ぐらいで ぎた。母音 と子音 の両
方 が入る と,実 在言語 を使 った練習が ぐっとしやす くなる。語研教 材選 書
の,各 国語の発音 テー プを利用 して,烹 に単語 レベ ルで,聴 ぎ取 り,聴 ぎ
分け,発 音の訓1練をす る。
学生には,耳 の鋭敏 なの もい るし,聴 ぎ分けのなか なかで ぎないの もい
る。舌 が器用 で,す ぐ鱒上手に真 似す るのもいれぱ不器用で何ヵ月 もで ぎ
ないの もいる。 カ ンのいいの も悪いのもい る。 しか し,前 期 の終 りごろに
は,出 席 して いる全員に,母 音を大体聴 き分け る耳 と,自 分の舌の位置 や
口の中の形を感 じる感覚が揖ぼでぎてぎたq
教 師が最 も注意す るのは,鈍 い,遅 い学生を元気づけて安心 させ,い ず
れはで きる ようになるのだ,早 くて もゆっ くりでもどっちで もいいのだ,
とい う考 えを・全 員に浸透 させ ることである。 これ が意外にむずか しい。
多 くの学生 に,r速 いことはい い二とだ」 ばか りでな くrす ぐにで ぎない
ことはだめな ことだ」 とい う固定観念があ り,2～3ヵ 月 もの間,自 分が
で ぎない ことをみ じめに思 い続 ける学生がいて,心 が痛んだ。ひ とつで ぎ
るよ うにな って,う れ しさでいっば いの顔 を見せ て くれ るまでが,と て も
長 く感 じられた。
出席 してい る学 生は全員,前 期 の目標に到達 した が,た だ,教 育実習 な
どで,連 続 して欠席 している学生 の場合は どうなるのだ ろ うか。後期に初
めか らや り直 しになるか もしれ ない。二部授業 か複式授業か補習か・… ・
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悩みであ る。
後期 には,子 音の続 きを,つ ねに母音を復習 しなが ら進めてい く予 定 で
あ る。 また,教 育学部の田辺先生の御好意で,研 究室備付の ソナ グラ フを
使 って の音声スペ ク トル分析の実験 もさせでいただけることになっている。.
そ のほか,数 年前に友人か ら借 りて きて音声学 の授業 で うつ して見せたX
線映画 をまた借 りて くる ことや,パ ラ トグラム(口 蓋図)実 験な ども考 え
ている。
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